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第６２回九州地区肢体不自由教育研究大会佐賀大会の開催について（一次案内） 

 

 

 陽春の候 皆様方におかれましては、ますます御健勝のこととお喜び申し上げます。 

 さて、標記の大会を別添のとおり開催いたします。 

つきましては、多数御参加くださいますよう御案内申し上げます。 

 

 

記 

 

 

１ 添付書類 

（1） 大会開催要項 

（2） 分科会内容及び役割分担 

（3） 大会会場地図 

 

２ 参加希望調査について 

  大会参加者数等を事前に把握するため、次の URLまたは QRコードにアクセス 

 いただき、調査フォームに御入力をお願いいたします。確定参加者数等、詳細に 

つきましては、二次案内（７月発送予定）で再度確認いたします。 

＜ 入力締切日 ＞ 令和７年６月６日（金） 

＜入力フォーム＞ https://forms.office.com/r/JxyVDmqG2x 

 

３ 大会情報発信ホームページについて 

  佐賀県立金立特別支援学校ホームページ内に、大会に関するページを作成いたします。 

  ＜ ホームページアドレス ＞ https://www.education.saga.jp/hp/kinryutokubetsushien/ 

 

４ 問い合わせ 

 

 

【連絡先】 佐賀県立金立特別支援学校内 第６２回九肢研佐賀大会事務局 

事務局長 （本校副校長）鍋島 正弘 

住  所  〒849-0906 佐賀県佐賀市金立町大字金立２３３９－２  

Ｔ Ｅ Ｌ ０９５２－９８－１１３５ 

Ｆ Ａ Ｘ ０９５２－７１－８００１ 

Ｅ-mail  kinryutokubetsushien@education.saga.jp  

 

QR コード 

 



第 62回九州地区肢体不自由教育研究大会佐賀大会要項（一次案内） 

 

１ 趣旨 

 平成 30年に幼稚部から実施が始まった学習指導要領は、令和６年度に高等部の全学年に

おいて全面実施された。学習指導要領の確実な実施のためには、適切な教育課程の編成、年

間指導計画に基づく日々の授業と評価を含むカリキュラム・マネジメントの推進があげら

れる。評価の観点を明確にした授業を行い、常に改善に努めることは、授業の質と教師の専

門性を高め、児童生徒が確実に学力を身につけることにつながっていく。 

また、令和３年１月にまとめられた「『令和の日本型学校教育』の構築を目指して～全て

の子供たちの可能性を引き出す、個別最適な学びと、協働的な学びの実現～（答申）」では、

複雑で予測困難な社会の変化の中で、子供たちの資質・能力を確実に育成し、GIGA スクー

ル構想を強力に推進するとともに、学習指導要領を確実に実施し学校教育を社会に開かれ

たものとしていくことなどが提言された。さらに、「医療的ケア児及びその家族に対する支

援に関する法律」が令和３年９月 18日に施行された。肢体不自由特別支援学校においては、

医療的ケア児が増加し、また、ケアの内容も高度化している。さらに、地域の小・中・高等

学校で学ぶことを希望する医療的ケア児の増加への対応や、地域における切れ目ない支援

に向けた新たなセンター的機能の充実が求められる。 

 一方で、この数年来の新型コロナウイルスの感染拡大は、オンライン授業という、これま

でとは様相が異なる教育活動をもたらした。その在り方については解決すべき課題はある

ものの、学ぶ場の多様化や卒業後の進路の可能性拡大につながった。この機会を捉え、

Society5.0 時代を生きる子供たちに相応しい、全ての子供たちの可能性を引き出す個別最

適な学びと協働的な学びを実現するため、GIGA スクール構想を拡充し、１人１台端末の活

用を推進することが求められる。 

本研究大会では、新しい時代の肢体不自由教育について、PTAを含む各学校の先進的で参

考となる実践を出し合い、教育活動の在り方について協議を深めるとともに、これからの肢

体不自由教育の在り方や展望について語り合い、各校の今後の教育指針の一助となること

を期待する。 

 

 

２ 佐賀大会の基本テーマ 

「新しい時代の肢体不自由教育の充実を図る」 

 

３ 主 催（予定） 

  九州地区肢体不自由教育研究協議会 九州地区特別支援学校肢体不自由教育校長会 

  九州地区肢体不自由特別支援学校 PTA連合会  

全国特別支援学校肢体不自由教育校長会 



４ 後 援（予定） 

  佐賀県教育委員会  佐賀県特別支援学校校長会 

  全国肢体不自由特別支援学校 PTA連合会  佐賀県肢体不自由児・者父母の会連合会 

 （財）日本教育公務員弘済会佐賀支部  

  

５ 担当校 

佐賀県立 

金立特別支援学校 

〒849-0906 佐賀市金立町大字金立 2339－2  

TEL 0952-98-1135 FAX 0952-71-8001 

代表校 

九肢研会長 

大会事務局 

学校公開会場 

佐賀県立 

唐津特別支援学校 

〒847-0002唐津市山本 788-12 

TEL 0955-78-2394  FAX 0955-70-3350 

協力校 

佐賀県立 

うれしの特別支援学校 

〒849-1425 嬉野市塩田町大字五町田甲 2877-1 

TEL 0954-66-4961  FAX 0954-66-4936 

協力校 

 

６ 期日 

令和７年１０月２２日（水）～２４日（金） 

 

７ 参加者 

  九州地区肢体不自由特別支援学校教職員及び保護者等 

  県内特別支援教育担当教職員及び関係者等 

 

８ 記念講演 

 講師 宮原 里美 氏（社会福祉法人スプリングひびき理事長） 

 演題    未定 

 

９ 講話     

  講師     氏 （文部科学省初等中等教育局特別支援教育課特別支援教育調査官）        

  演題    未定 

 

10 会場 

ホテルグランデはがくれ        〒840-0815 佐賀市天神２丁目１－36 

TEL 0952-25-2212  

佐賀県立金立特別支援学校       〒849-0906 佐賀市金立町大字金立 2339－２ 

TEL 0952-98-1135 

 



11 日程  

【第１日目】 １０月２２日（水）：ホテルグランデはがくれ 

13：30～14：00 14：00～14：50 15：00～15：40 16：00～17：00 

受付 PTA連合会 校長会・PTA会長会 分科会打ち合わせ 

 

【第２日目】 １０月２３日（木）：ホテルグランデはがくれ 

9：30～10：00 10：00～10：30 10：30～12：00 12：00～13：00 13：00～15：45 16：00～17：00 

受付 開会行事 記念講演 移動、休憩 分科会（1～7） ポスター発表 

※開会行事・記念講演・第６分科会は、ライブ配信も行う。 

 

【第３日目】 １０月２４日（金）: 佐賀県立金立特別支援学校 

※講話のみ、ライブ配信も行う。 

 

12 分科会 

分科会 内容 

第１分科会 教育課程・授業改善 

第２分科会 学習指導 

第３分科会 自立活動 

第４分科会 情報教育・支援機器の活用 

第５分科会 健康教育 

第６分科会 ＰＴＡ・地域との連携 

第７分科会 生活指導・寄宿舎教育 

 

13 参加費等（予定） 

  大会参加費：参集 4,000円 オンラインのみ 3,000円 

２日目 弁当代：1,430円 

  ３日目 送迎バス（往復）：1,000円 

 

 

※今後の様々な社会情勢、新たな感染症等の状況によっては、日程や開催方法が変更になる 

こともあります。 

9：00～9：30 9：30～10：30 10：40～11：50 12：00～12：15 

受付 講話・PTA座談会 学校公開・寄宿舎見学 閉会行事 



 

 

第６２回九肢研佐賀大会 分科会内容及び役割分担 

分科会 分科会テーマ 観   点 
提案 

司会 
助言 

第１分科会 
 
教育課程・ 
授業改善 

各学校におけるカリキ

ュラム・マネジメント及

び授業改善に向けた取

組の実践と課題 

○ 教育課程編成・運用の実際と工夫 

・教育課程編成のPDCAサイクル 

・教育課程改善に向けた取組と工夫 

○ 授業改善の取組と教育課程のつながり 

・新学習指導要領実施に向けた各学校の取組 

・授業評価を教育課程の改善に生かす工夫 

・特別の教科道徳や特色ある教育活動の実践 

福岡 

鹿児島 
佐賀 

第２分科会 
 
学習指導 

児童生徒の障がいに配

慮した、準ずる・下学年・

下学部代替の教育課程

における実践と課題／

知的障害特別支援学校

の教育課程における実

践と課題 

○  準ずる・下学年・下学部代替の教科指導の実際と工夫 

  ・学力向上のための教育課程及び指導計画の工夫 

○ 知的障害特別支援学校の教科指導の実際と工夫  

 ・指導計画、指導の実際と評価の在り方 

 ・主体的な活動を引き出す教材教具の活用と指導の工夫 

福岡 

沖縄 
佐賀 

第３分科会 
 
自立活動 

自立活動の時間の指導・

教育活動全体における

指導実践及び外部専門

家との連携等、自立活動

の専門性向上にかかる

実践と課題 

○ 自立活動の指導の実際と工夫 

・個別の指導計画における実態把握から目標設定、指導計画、評価 

・指導力向上のための取組 

・指導体制の工夫 

・関係機関との連携 

・教材教具の工夫及び自助具・補助具の活用 

長崎 
福岡 

佐賀 

第４分科会 
 
情報教育 
支援機器の
活用 

効果的な情報教育の授

業実践、自立と社会参加

につながる支援機器活

用の実践と課題 

○ 情報教育の指導や支援機器の活用 

・将来を見据えた情報教育の実践 

・情報活用能力育成の工夫 

・支援機器を活用した指導実践 

・支援機器の活用に向けた指導の工夫 

熊本 

福岡 
佐賀 

第５分科会 
 
健康教育 

心身の健康と安全を保

つための学校生活での

配慮 

〇健康・保健・安全に関わる取組 

・一人一人に応じた健康安全教育の進め方 

・医療的ケアの実際 

・食育や摂食指導の取組 

大分 

長崎 
佐賀 

第６分科会 
 
ＰＴＡ 
地域との連
携 

一人一人の自立や社会

参加を支えるＰＴＡ活

動の在り方 

○  自立や社会参加を支えるＰＴＡ活動 

・ＰＴＡの組織と活動（広報や啓発、連携） 

・放課後や長期休業日の生活支援 

・地域社会や居住地との交流及び共同学習 

・防災の取組 

・「障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律」 

を受けた取組 

・感染症対策の取組 

・医療的ケア対象児等へPTAと学校の協働による取組 

・卒業後の生活を豊かにするための取組 

長崎 

宮崎 
佐賀 

第７分科会 
 
生活指導 
寄宿舎教育 

肢体不自由校の生活指

導の視点をもとに、寄宿

舎教育を含めた生活指

導の実践と課題 

○ 自立と主体性を促す生活指導の在り方 

・学校､寄宿舎､家庭、地域との連携 

・子どもが主体的に取り組む生活づくり 

・社会参加に向けた指導と支援の在り方 

・共同生活に課題を有する児童生徒への対応の在り方 

鹿児島 佐賀 

＊ 第5分科会について「キャリア教育・進路指導」と「健康教育」の隔年実施とする。ただし、「センター的機能」については、第1分

科会から第5分科会の観点として取り扱うことができるものとする。 

＊ 分科会参加については、従来どおり第１～第３分科会までは教職員のみの参加とし、教職員の専門性を向上させるための提案や協議

を行う。第４～第７分科会は保護者・教職員ともに参加する分科会とする。 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

住所 
〒８４０-０８１５ 

 佐賀県佐賀市天神２丁目１番 36号 

電話番号 ０９５２－２５－２２１２ 

交通アクセス 

ＪＲ利用 ＪＲ佐賀駅  南口 → 徒歩約６分 

バス利用 佐賀駅バスセンター → 徒歩約８分 

航空機利用 
福岡空港から高速バスで約７０分 佐賀空港からバスで約３５分 

佐賀駅バスセンターから徒歩約８分 

自家用車利用  

長崎自動車道「佐賀大和 IC」より車で約１５分 

天神二丁目信号がホテル入口です。   

駐車場１７０台 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇住所  

〒849-0906  佐賀県佐賀市金立町大字金立 2339-2  

 

〇佐賀駅から金立特別支援学校まで 

・佐賀市営バスご利用の方は、佐賀駅バスセンター２番乗り場「運転免許試験センター行き３０」 

「金立いこいの広場行き３０」に乗車し、金立バス停で下車してください。 

・タクシーご利用の場合、約１５分です。 

（工事中のため、駐車場に限りがあります。県外の方は、送迎バスのご利用をお願いする予定です。 

県内の方でお車ご利用の場合は、なるべくお乗り合わせてご来校いただくようご協力ください。） 

http://localhost/

